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いつもペンギンの会
かい

を支
ささ

えて下
くだ

さっている皆
みな

さん、いかがお過
す

ごしでしょうか。 

やっと長
なが

い冬
ふゆ

も終
お

わり、 桜
さくら

の咲
さ

く季
き

節
せつ

になりました。ペンギンも、今
こ

年
とし

４月
がつ

初
はじ

めに花
はな

見
み

を企
き

画
かく

し

ています。ここ数
すう

年
ねん

、花
はな

見
み

の時
とき

はいつも、「来
らい

年
ねん

は見
み

られるのかな」と思
おも

っているのですが、今
こ

年
とし

は

高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんが参
さん

加
か

できなくなってしまいました。けれど、ペンギンのメンバーがいる限
かぎ

り、ペンギ

ンの花
はな

見
み

は毎
まい

年
とし

続
つづ

けられていくと思
おも

います。 

私
し

的
てき

なことですが、昨
さく

年
ねん

１２月
がつ

初
はじ

めに、現
げん

代
だい

書
しょ

館
かん

から『 私
わたし

はマイノリティ あなたは？』とい

う本
ほん

を 出
しゅっ

版
ぱん

しました。聞
き

き取
と

りから始
はじ

めて、３年
ねん

近
ちか

い時
じ

間
かん

を費
つい

やしましたが、私
わたし

が思
おも

った以
い

上
じょう

に

ちゃんとした本
ほん

になっていて、奇
き

跡
せき

的
てき

なことだと、本
ほん

作
づく

りに関
かか

わってくれた人
ひと

に 心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

して

います。内
ない

容
よう

的
てき

には、幼
よう

年
ねん

期
き

から自
じ

立
りつ

を目
め

指
ざ

すまで、自
じ

立
りつ

後
ご

、今
いま

思
おも

っていること、と欲
よく

張
ば

った内
ない

容
よう

になっています。これからこの本
ほん

を道
どう

具
ぐ

として、ここ数
すう

年
ねん

漠
ばく

然
ぜん

と言
い

ってきていたように、これから自
じ

立
りつ

を目
め

指
ざ

していく 障
しょう

害
がい

をもつ人
ひと

たちに、自
じ

分
ぶん

が経
けい

験
けん

してきたことを伝
つた

え、自
じ

立
りつ

の後
あと

押
お

しをしてい

きたいと思
おも

っています。 

ペンギンの会
かい

もやっと 新
あたら

しい事
じ

務
む

所
しょ

を見
み

つけることができました。春
はる

からは 私
わたし

もペンギンの会
かい

も、

新
あら

たなスタートを迎
むか

えられそうです。 体
からだ

はきつくて大
たい

変
へん

ですが、 私
わたし

なりに、またペンギンらしく、

ぼちぼちと１歩
ぽ

ずつ前
まえ

に歩
あゆ

んでいきたいと思
おも

います。今
こ

年
とし

はＭ君
くん

よりも若
わか

い 障
しょう

害
がい

者
しゃ

を入
い

れなくては、

という思
おも

いで色
いろ

々
いろ

と 考
かんが

えてイベントをやっていくと思
おも

いますので、

またご参
さん

加
か

ください。皆
みな

さんもそれぞれの現
げん

場
ば

で大
たい

変
へん

かと思
おも

います

が、 私
わたし

たちと同
おな

じく、何
なん

とか毎
まい

日
にち

をしのいで生
い

き抜
ぬ

いていってくだ

さい。 

これからもペンギンの会
かい

を支
ささ

え続
つづ

けて、共
とも

に歩
あゆ

んでいって下
くだ

さい。 

これからもよろしくお願
ねが

いします。 

 

李
イ

清
チョン

美
ミ
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★２００９年
ねん

４月
がつ

２５日
にち

 

高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんが逝
せい

去
きょ

されました。 

 

※昨
さく

年
ねん

発
はっ

行
こう

したペンギンニュース２４号
ごう

で、 

 啓
けい

司
じ

さんが、 小
しょう

脳
のう

こうそくのため倒
たお

れられ、（昨
さく

年
ねん

４月
がつ

３日
か

に） 

病
びょう

院
いん

での手
しゅ

術
じゅつ

が成
せい

功
こう

したのち、闘
とう

病
びょう

中
ちゅう

であることをお伝
つた

えしていました。 

 

 手
しゅ

術
じゅつ

後
ご

から３ 週
しゅう

間
かん

、啓
けい

司
じ

さんは意
い

識
しき

不
ふ

明
めい

の 状
じょう

態
たい

だったのですが、 

 ４月
がつ

２５日
にち

の深
しん

夜
や

、２３時
じ

４２分
ふん

、 入
にゅう

院
いん

先
さき

の 京
きょう

都
と

第
だい

二
に

赤
せき

十
じゅう

字
じ

病
びょう

院
いん

で、 

帰
かえ

らぬ人
ひと

となられました。 享
きょう

年
ねん

５８歳
さい

でした。 

 大
たい

変
へん

残
ざん

念
ねん

です。 謹
つつし

んでご冥
めい

福
ふく

をお祈
いの

りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ここで、事
じ

業
ぎょう

所
しょ

ペンギンの新
あたら

しいスタッフ・田
た

原
わら

孝
こう

平
へい

さんから自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

 
 

みなさん、はじめまして。４月
がつ

から介
かい

護
ご

人
にん

派
は

遣
けん

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

ペンギンの 新
あたら

しいスタッフとして 働
はたら

くこ

とになった、田
た

原
わら

孝
こう

平
へい

です。昨
さく

年
ねん

の４月
がつ

からアルバイトとしてすでにペンギンの仕
し

事
ごと

にある程
てい

度
ど

携
たずさ

わっていましたが、晴
は

れて大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

することができ、今
こん

年
ねん

度
ど

から専
せん

従
じゅう

職
しょく

員
いん

になることとなり

ました。どうぞよろしくお願
ねが

いします。 

  

私
わたし

のペンギンの会
かい

とのつながりは、ペンギンのメンバーである李
イ

清
チョン

美
ミ

さんと高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんの介
かい

護
ご

に入
はい

るようになったことからでした。 清
チョン

美
ミ

さんの介
かい

護
ご

には、当時介
かい

護
ご

に入
はい

っていた先
せん

輩
ぱい

から誘
さそ

わ

れてなんとなくついていってそのまま入
はい

ることになり、啓
けい

司
じ

さんとは、当
とう

時
じ

私
わたし

が住
す

んでいた大
だい

学
がく

の

寮
りょう

での交
こう

流
りゅう

会
かい

で 直
ちょく

接
せつ

誘
さそ

われてなんとなく入るようになった…。という感
かん

じで、何
なに

も深
ふか

いことは

考
かんが

えずに二
ふた

人
り

の介
かい

護
ご

に関
かか

わるようになりました。たいして他
ほか

にやることも無
な

いので介
かい

護
ご

を続
つづ

けてい

啓
けい

司
じ

さんが最
さい

後
ご

に参
さん

加
か

された、 

ペンギンの会
かい

の 行
ぎょう

事
じ

から 

２００８年
ねん

１２月
がつ

２３日
にち

 

『野
の

染
ぞ

めデモ』のスナップ 

撮
さつ

影
えい

・篠
しの

原
はら

文
ふみ

浩
ひろ

さん       
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るうちに、なんとなく５年
ねん

が過
す

ぎ、色
いろ

々
いろ

な必
ひつ

要
よう

な作
さ

業
ぎょう

にも慣
な

れて、介
かい

護
ご

者
しゃ

としてそれなりのことは

できるようになりました。 

 

そこで、清
チョン

美
ミ

さんが「ペンギンで 働
はたら

かないか？」と誘
さそ

ってくれたのが去
きょ

年
ねん

の冬
ふゆ

くらいのことでし

た。周
まわ

りの大
だい

学
がく

の友
ゆう

人
じん

を見
み

ていると、何
なん

十
じゅっ

社
しゃ

もの企
き

業
ぎょう

の面
めん

接
せつ

を受
う

けてもなかなか 就
しゅう

職
しょく

先
さき

が見
み

つ

からなかったり、見
み

つかっても結
けっ

局
きょく

なんだかよく名
な

前
まえ

も聞
き

いたことも無
な

いようなわけのわからんヴェ

ンチャー企
き

業
ぎょう

にしか 就
しゅう

職
しょく

できなかったり、仕
し

事
ごと

を始
はじ

めたら 忙
いそが

しすぎてたいした休
やす

みも無
な

かった

りと、普
ふ

通
つう

に 就
しゅう

職
しょく

して仕
し

事
ごと

することには夢
ゆめ

も希
き

望
ぼう

もなさそうだったし、かといって大
だい

学
がく

に残
のこ

って

研
けん

究
きゅう

をするにも学
がく

費
ひ

等
など

のお金
かね

のことが常
つね

に付
つ

きまとってきて面
めん

倒
どう

だし、なによりあの閉
へい

鎖
さ

感
かん

にち

ょっと飽
あ

き飽
あ

きしていました。だから、 私
わたし

としては今
いま

まで関
かん

係
けい

をつくってきた人
ひと

たちの介
かい

護
ご

をやる

ことで飯
めし

が食
く

っていけることは、なにより気
き

楽
らく

で良
よ

かったのです。周
まわ

りの人
ひと

からは「本
ほん

当
とう

にペンギン

でええんか？」なんてたまに（小
こ

山
やま

さんからはしばしば）聞
き

かれていますが、 私
わたし

にとってはそういう

ことなのです。三
み

宅
やけ

さん、小
こ

山
やま

さん、啓
けい

司
じ

さん、 清
チョン

美
ミ

さん、湯
ゆ

口
ぐち

さん、という一
ひと

癖
くせ

も二
ふた

癖
くせ

も三
み

癖
くせ

も

四
よ

癖
くせ

も…ある人
ひと

たちと関
かか

わる方
ほう

がよっぽどおもしろい！（？）。 

  

しかし、残
ざん

念
ねん

ながら去
きょ

年
ねん

私
わたし

がアルバイトとしてやとってもらうようになった矢
や

先
さき

に啓
けい

司
じ

さんが亡
な

くなられました。そして、お家
うち

で啓
けい

司
じ

さんが意
い

識
しき

を 失
うしな

われ 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を呼
よ

んだときの介
かい

護
ご

は 私
わたし

でし

た。といっても、それ以
い

前
ぜん

から啓
けい

司
じ

さんは突
とつ

然
ぜん

気
き

を 失
うしな

ったり、めまいをおこしたりと体
たい

調
ちょう

に異
い

変
へん

が

あったので、万
まん

が一
いち

のときはという覚
かく

悟
ご

で介
かい

護
ご

に臨
のぞ

んでいたのでそれほど 私
わたし

自
じ

身
しん

も取
と

り乱
みだ

さずに適
てき

切
せつ

な対応
たいおう

ができたと思
おも

っています。介
かい

護
ご

者
しゃ

みんなでのその後
あと

の対
たい

応
おう

（ 病
びょう

院
いん

への見
み

舞
ま

いと 病
びょう

状
じょう

確
かく

認
にん

とか啓
けい

司
じ

さん復
ふっ

帰
き

後
ご

の介
かい

護
ご

の算
さん

段
だん

をたてることとか）も 十
じゅう

分
ぶん

だったと思います。もちろん、介
かい

護
ご

者
しゃ

としてはもっと早
はや

く 病
びょう

院
いん

で検
けん

査
さ

を受
う

けてもらうように強
つよ

く仕
し

向
む

けていればとか（介
かい

護
ご

者
しゃ

は何
なん

度
ど

も

病
びょう

院
いん

に行
い

くように言
い

っていましたが、啓
けい

司
じ

さんが 極
きょく

度
ど

の 病
びょう

院
いん

嫌
ぎら

いということで最
さい

後
ご

まで実
じつ

現
げん

さ

れませんでした）、 私
わたし

としては 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

をもう少
すこ

し早
はく

く呼
よ

んどけばとか、様々
さまざま

な思
おも

いは尽
つ

きないこ

とでしょう。しかし、あくまで啓
けい

司
じ

さんが生
せい

活
かつ

の主
しゅ

体
たい

となりながら、その中
なか

で発
はっ

生
せい

する要
よう

求
きゅう

に 忠
ちゅう

実
じつ

に応
こた

えていくという介
かい

護
ご

を介
かい

護
ご

者
しゃ

はやりきったと思
おも

います。ただし、そのように思
おも

うことで多
た

少
しょう

の 心
こころ

残
のこ

りも割
わ

り切
き

ろうという意
い

図
と

も 私
わたし

の中
なか

にはあったことでしょう。 

 

先
せん

日
じつ

湯
ゆ

口
ぐち

さんの介
かい

護
ご

者
しゃ

会
かい

議
ぎ

に三
み

宅
やけ

さんも顔
かお

を出
だ

していて、こういうことを言
い

っていました。「今
いま

の

介
かい

護
ご

者
しゃ

はよくやってくれてるよ。ただ、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の体
たい

調
ちょう

がちょっとまずいかなあと思
おも

ったときには、

主
しゅ

体
たい

がどうこうとかあんまり 考
かんが

えなくていいから、介
かい

護
ご

者
しゃ

は無
む

理
り

にでも 病
びょう

院
いん

連
つ

れて行
い

ったほうが

いい。そうすれば高
たか

橋
はし

（公
きみ

子
こ

）さんも啓
けい

司
じ

ももうちょっとなんかあったかもしれんしなあ」。健
けん

常
じょう

者
しゃ

の介
かい

護
ご

者
しゃ

だけでは「 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の主
しゅ

体
たい

が第
だい

一
いち

義
ぎ

」という原
げん

則
そく

があるから、なかなかこういうことは思
おも

い
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つかないというより、思
おも

いついても実
じっ

行
こう

に移
うつ

すことがしにくいと思
おも

います。しかし、実
じっ

際
さい

に 障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

からこのようなことを言
い

われたことで、やっぱり無
む

理
り

にでも 病
びょう

院
いん

に連
つ

れて行
い

ってもよかったなあ

とも思
おも

うようになりました。自
じ

分
ぶん

の「多
た

少
しょう

の 心
こころ

残
のこ

り」をはっきり認
にん

識
しき

したというか。この言
こと

葉
ば

の

おかげで今後
こんご

の介
かい

護
ご

はまた少
すこ

し楽
らく

にやっていけるでしょう。 

 啓
けい

司
じ

さんが亡
な

くなられた悲
かな

しみにくれる暇
ひま

も無
な

く、ペンギンはその後
ご

も明
あか

るく、うるさく、錯
さく

綜
そう

し

続
つづ

けています。 私
わたし

も少
すこ

しづつそんなペンギンの中
なか

での居
い

場
ば

所
しょ

というか立
た

ち位
い

置
ち

みたいなものを 形
かたち

作
づく

っていこうと模
も

索
さく

しているところです。まだまだ至
いた

らぬところも多
おお

いと思
おも

いますが、みなさん今
こん

後
ご

ともどうぞよろしくお願
ねが

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０９年
ねん

８月
がつ

８日
か

 

『高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんを偲
しの

ばない会
かい

』から 

 

啓
けい

司
じ

さんの写
しゃ

真
しん

の横
よこ

で話
はな

す 

田
た

原
わら

さん。 
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◎『ペンギンの会
か い

』２００９年
ね ん

度
ど

の行
ぎょう

事
じ

・できごと 
 

☆４月
がつ

２１日
にち

 

高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

介
かい

護
ご

者
しゃ

募集
ぼしゅう

イベント  

映画
え い が

『こんちくしょう』上映会
じょうえいかい

  

会場
かいじょう

：京都
きょうと

大学
だいがく

文
ぶん

学部
が く ぶ

新
しん

館
かん

第
だい

１講
こう

義
ぎ

室
しつ

 

※この当
とう

時
じ

、啓
けい

司
じ

さんは闘
とう

病
びょう

中
ちゅう

で、ご自
じ

身
しん

の参
さん

加
か

は不
ふ

可
か

能
のう

でしたが、開
かい

催
さい

しました。 

 

☆４月
がつ

２５日
にち

 

 高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さん、永
えい

眠
みん

 

 

☆８月
がつ

８日
か

  

 『高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんを偲
しの

ばない会
かい

』 

 会
かい

場
じょう

：京
きょう

都
と

教
きょう

育
いく

文
ぶん

化
か

センター 

 ※このイベントの表
ひょう

題
だい

ですが、啓
けい

司
じ

さんは生
せい

前
ぜん

、ペンギンのメンバーに宛
あ

てて、 

  「しのぶ会
かい

などは絶
ぜっ

対
たい

に行
おこな

わないでください」 

  という内
ない

容
よう

のご遺
ゆい

言
ごん

を残
のこ

しておられました。 

   

  この意
い

を受
う

けた上
うえ

で、メンバーや介
かい

護
ご

者
しゃ

の間
あいだ

に、 

  「（と言
い

って）何
なに

もしないのは無
な

しだろう」 

  という意
い

見
けん

が多
た

数
すう

を占
し

め、上
じょう

記
き

の表
ひょう

題
だい

の上
うえ

で、追
つい

悼
とう

企
き

画
かく

を行
おこな

う運
はこ

びとなりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『高
たか

橋
はし

啓
けい

司
じ

さんを偲
しの

ばない会
かい

』 

 全
ぜん

体
たい

写
しゃ

真
しん
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☆９月
がつ

１７日
にち

 

 ペンギンレクリエーション（日
ひ

帰
がえ

り） 

 琵
び

琶
わ

湖
こ

・大
おお

津
つ

方
ほう

面
めん

 

 

☆１１月
がつ

３日
か

 

 第
だい

１７回
かい

 東
ひがし

九
く

条
じょう

マダンに出
しゅっ

店
てん

 

 会
かい

場
じょう

：陶
とう

化
か

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 

 

☆１２月
がつ

１０日
か

 

李
イ

清
チョン

美
ミ

さん 自
じ

著
ちょ

 

『私
わたし

はマイノリティ あなたは？ ―難
なん

病
びょう

をもつ「在
ざい

日
にち

」自
じ

立
りつ

「障
しょう

害
がい

」者
しゃ

』 

を現
げん

代
だい

書
しょ

館
かん

より出
しゅっ

版
ぱん

 

 

☆各
かく

中
ちゅう

学校
がっこう

での人権
じんけん

学習
がくしゅう

で講
こう

演
えん

（①、②ともに湯口
ゆ ぐ ち

 真
まこと

） 

①１２月
がつ

９日
か

  

 神川
かみかわ

中学校
ちゅうがっこう

 １年
ねん

生
せい

人権
じんけん

学習
がくしゅう

 

 内容
ないよう

：「車
くるま

イス障
しょう

害
がい

者
しゃ

の“リアル”」 

 会
かい

場
じょう

：神
かみ

川
かわ

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 武
ぶ

道
どう

場
じょう

 

②２０１０年１月
がつ

２８日
にち

 

 伏見
ふ し み

中学校
ちゅうがっこう

 １年
ねん

生
せい

人権
じんけん

学習
がくしゅう

 

 内容
ないよう

：「伏
ふし

見
み

区
く

に住
す

む障
しょう

害
がい

者
しゃ

が伏
ふし

見
み

中
ちゅう

でしか話
はな

せない話
はなし

」 

 会場
かいじょう

：伏見
ふ し み

中学校
ちゅうがっこう

 体育館
たいいくかん

 

 

☆１２月
がつ

１９日
にち

 

ペンギン忘
ぼう

年
ねん

会
かい

 

ホテル京
けい

阪
はん

 レストラン オーク 

 

☆２０１０年
ねん

４月
がつ

６日
か

 

ペンギン花
はな

見
み

  

京
きょう

都
と

市
し

植
しょく

物
ぶつ

園
えん
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◎２００９年
ね ん

４月
が つ

～２０１０年
ね ん

３月
が つ

まで、ペンギンの会
か い

に、 

会
か い

費
ひ

・カンパをいただいた皆
み な

様
さ ま

 

（敬
け い

称
しょう

略
りゃく

・順
じゅん

不
ふ

同
ど う

） 

☆月
つき

会
かい

費
ひ

 

三宅光男  小山 弘  李清美  湯口 真 

小
しょう

計
けい

４万
まん

２千
せん

円
えん

 
 

☆年
ねん

会
かい

費
ひ

 

金満里 河内啓介 蒔田直子 

小
しょう

計
けい

１万
まん

８千
せん

円
えん

 
 

☆カンパ 

寺田淳子 濱頭直子 小栗栖直樹 陳太一 矢野恵子 佐藤京子  

皆川夏樹 北角和恵 三雲久子 澤田隆司 馬庭京子 河村史子  

稲谷 隆・関川直子 平田 義 金光敏 高橋賀世子  

小
しょう

計
けい

９万
まん

５千
せん

円
えん

 

総
そう

合
ごう

計
けい

１５万
まん

５千
せん

円
えん

 
 

 

 

以
い

上
じょう

の、会
か い

費
ひ

・カンパをいただいた皆
み な

様
さ ま

、 

そしてその他
た

ご支
し

援
え ん

をいただいた皆
み な

様
さ ま

に心
こころ

より感
か ん

謝
し ゃ

を申
も う

し上
あ

げます。 
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☆ペンギン事
じ

務
む

所
しょ

 移
い

転
てん

のお知
し

らせ 
  

このたび、 

『 京
きょう

都
と

「 障
しょう

害
がい

者
しゃ

」を持
も

つ 兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

の会』（きょうだい会
かい

）の 

梅
うめ

田
だ

嘉
よし

一
かず

さんのご尽
じん

力
りょく

で、良
よ

い物
ぶっ

件
けん

を見
み

つけることができ、 

４月
がつ

からペンギンの事
じ

務
む

所
しょ

を伏
ふし

見
み

区
く

に移
い

転
てん

させることになりました。 

梅
うめ

田
だ

さん、本
ほん

当
とう

にありがとうございました。 

 

☆新
しん

住
じゅう

所
しょ

 

〒６１２－８４１１ 

京
きょう

都
と

市
し

伏
ふし

見
み

区
く

竹
たけ

田
た

久
く

保
ぼ

町
ちょう

６２番
ばん

地
ち

 

足
あ

立
だち

ハイツ竹
たけ

田
だ

１F １３２号
ごう

室
しつ

 

（地
ち

下
か

鉄
てつ

烏
から

丸
すま

線
せん

 くいな橋
ばし

駅
えき

 徒歩
と ほ

４分
ぷん

） 

 

※この号
ごう

の時
じ

点
てん

で、お知
し

らせできる連
れん

絡
らく

先
さき

は 住
じゅう

所
しょ

のみとなります。 

  正
せい

式
しき

なお知
し

らせは、後
ご

日
じつ

改
あらた

めましてお伝
つた

えいたします。 
 

※なお、 旧

きゅう

事

じ

務

む

所

しょ

は、５月

がつ

いっぱいまで契

けい

約

やく

しています。 

電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

も当
とう

面
めん

は変
か

わりません。 

皆
みな

様
さま

、よろしくお願
ねが

いいたします。 

  

自
じ

立
りつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

グループ ペンギンの会
かい

 

〒６００－８０２５ 

京
きょう

都
と

市
し

下
しも

京
ぎょう

区
く

河
か

原
わら

町
まち

通
どお

リ松
まつ

原
ばら

上
あが

ル清
し

水
みず

町
ちょう

４５４  

林
はやし

ビル４１０号
ごう

 

（四
し

条
じょう

河
か

原
わら

町
まち

南
みなみ

へ三
みっ

つめ信
しん

号
ごう

東
ひがし

側
がわ

のビル） 

でんわ：０７５－３５１－８７８９（fax共
とも

） 

メール：pengin1995-2003@h7.dion.ne.jp 

郵
ゆう

便
びん

振
ふり

替
かえ

：０１０５０－１－２６４５９ 

      ペンギンの会
かい

 

足 あ

立 だ
ち

ハ
イ
ツ
竹 た

け

田 だ 

国 こ
く

道 ど
う

２
４
号 ご

う

線 せ
ん 

 

←地
ち

下
か

鉄
てつ

 

くいな橋
ばし

駅
えき

へ 
龍
りゅう

谷
こく

大
だい

学
がく

へ→ 

mailto:pengin1995-2003@h7.dion.ne.jp

